
生産性向上
特集 ６面

２面

世界に通用する旅館を

沖縄を持続可能な観光地に

面

地方都市の先進事例を表彰

８面

「みんなを幸せにする経営」

７面

愛知県へ万人を送客

３面

観
光
地
の
ト
イ
レ渋

谷
で
ツ
ア
ー
を
運
行

日
観
振
、国
交
相
に
提
言

９
項
目

風
評
被
害
対
策
な
ど

　　　　　　　　　　　　　　　大規模は「回復途上」
日
本
旅
館
協
会



年

度

営
業
状
況
調
査
か
ら

前
回
上
回
る
３
万
人
超
来
場

全
旅
連

青
年
部

第
２
回「
宿
フ
ェ
ス
」開
催

■■

「
温
泉
文
化
」登
録
で

菅
前
首
相
が
署
名

（１） 第３２１０号昭和年８月日第３種郵便物認可 ２０２４年（令和６年）２月２６日（月曜日） （毎週月曜日発行）

　日本旅館協会の未来ビジョン
委員会が、策定を進めているこ
れからの旅館業に関する指針に
ついて、これまでの検討の成果
を発表。「世界に通用する旅館
を」と提言した。

　全国旅行業協会が「国内観光
活性化フォーラムｉｎあいち」
を名古屋市内で開催。愛知県へ
万人を送客するキャンペーン
の実施を決めた。

　全日本ホテル連盟がセミナー
「みんなを幸せにする経営戦
略」を開催。会社、スタッフ、
顧客の全員が幸せになるための
施策を有識者が講演した。

　ＪＮＴＯの「国際会議誘致・開
催貢献賞」で、松山市、郡山市を
開催地とする取り組みを表彰。
大都市圏での事例が多い中、地
方都市の先進事例が選ばれた。

　内閣府沖縄総合事務局運輸部
長、沖縄総合観光政策推進室長
の星明彦氏が講演。持続可能な
観光をテーマに今後の方向性を
語った。

建
築
家
の
隅
研
吾
氏
が
手

掛
け
た
渋
谷
の
鍋
島
松
濤

公
園
ト
イ
レ

（
写
真
左
か
ら
）
加
藤
、

橋
、
最

明
、
蛯
名
の
各
氏

オープニングのテープカット

　
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛

生
同
業
組
合
連
合
会
（
全
旅

連
）
青
年
部
は

、

日
、

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
東
京

都
江
東
区
）
で
旅
の
イ
ベ
ン

ト
「
第
２
回
宿
観
光
旅
博
覧

会
・
宿
フ
ェ
ス
」を
開
い
た
。

全
国

都
道
府
県
の
青
年
部

員
を
中
心
に
、
各
地
域
が
趣

向
を
凝
ら
し
た
ブ
ー
ス
を
出

展
。
主
催
者
発
表
で
前
回
を

上
回
る
３
万
５
２
６
人
が
来

場
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
で
塚
島
英
太
部
長
（
長
崎

県
・
ホ
テ
ル
長
崎
）
は
「
２

０
２
４
年
、
日
本
は
困
難
の

ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。
私
た

ち
青
年
部
は
今
、
で
き
得
る

限
り
の
支
援
を
行
う
。
そ
の

上
で
、
観
光
経
済
を
止
め
る

こ
と
な
く
、
活
性
化
を
さ
せ

る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
さ
ら

な
る
支
援
、
復
興
の
一
助
と

な
る
と
確
信
し
て
い
る
」
と

能
登
半
島
地
震
の
被
災
者
に

配
慮
し
つ
つ
あ
い
さ
つ
。

　
國
場
幸
之
介
・
国
土
交
通

副
大
臣
、
岩
屋
毅
・
自
民
党

観
光
産
業
振
興
議
員
連
盟
会

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
菅

義
偉
前
首
相
が
祝
辞
。
「
宿

フ
ェ
ス
は
全
国
の
観
光
業
を

け
ん
引
す
る
若
い
力
が
集
結

し
て
、
日
本
の
魅
力
を
発
信

す
る
と
い
う
意
欲
的
な
取
り

組
み
だ
。
多
く
の
方
が
全
国

各
地
を
旅
す
る
き
っ
か
け
を

作
る
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み

で
心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表

す
る
」
と
述
べ
た
。

　

都
道
府
県
ほ
か
、
旅
行

会
社
、
交
通
事
業
者
な
ど
が

ブ
ー
ス
を
出
展
。
舞
台
で
は

各
地
の
伝
統
芸
能
や
ご
当
地

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
シ
ョ
ー
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
を
行
い
、
訪
れ
た
一
般

客
ら
を
楽
し
ま
せ
た
。

　
宿
フ
ェ
ス
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
に
先
立
ち
、「
温
泉
文
化
」

の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

登
録
を
目
指
す
「
『
温
泉
文

化
』
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
全
国
推
進
協
議
会
」
（
事

務
局
＝
全
旅
連
）
の
キ
ッ
ク

オ
フ
イ
ベ
ン
ト
「
登
録
推
進

報
告
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

同
協
議
会
の
青
柳
正
規
会
長

（
多
摩
美
術
大
学
理
事
長
、

元
文
化
庁
長
官
）
、
登
録
を

応
援
す
る
知
事
の
会
事
務
局

長
の
山
本
一
太
・
群
馬
県
知

事
、
全
旅
連
の
井
上
善
博
会

長
が
あ
い
さ
つ
し
、
最
短
で

２
０
２
６
年
の
国
内
候
補
選

定
、

年
の
登
録
実
現
に
強

い
意
欲
を
示
し
た
。

　
宿
フ
ェ
ス
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
に
出
席
し
た
菅
前
首
相

が
、
登
録
に
向
け
た
第
１
号

の
署
名
を
行
っ
た
＝
写
真
。

　
日
本
旅
館
協
会
（
大
西
雅
之
会
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
２
０
２
３
年
度
の
「
営
業
状
況

等
統
計
調
査
」
の
結
果
を
公
表
し
た
。

年
度
の
会
員
施
設
の
営
業
状
況
を
調
査
。
１

軒
当
た
り
の
総
売
上
高
は
前
年
度
比

・
６
％
増
加
し
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の


年
比
は
６
・
７
％
減
少
。
「
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
コ
ロ
ナ
以
前
と
比
較
す
る
と
回

復
途
上
」
と
調
査
で
は
指
摘
し
て
い
る
。

　
調
査
は
期
首
が

年
９
月

か
ら

年
８
月
、
期
末
が


年
８
月
か
ら

年
７
月
の
決

算
を
反
映
し
た
も
の
。

年

夏
ご
ろ
か
ら
徐
々
に
コ
ロ
ナ

収
束
に
よ
る
需
要
の
回
復
が

見
ら
れ
た
が
、
本
格
的
な
回

復
は
感
染
症
法
の
５
類
に
移

行
し
た

年
５
月
か
ら
で
あ

り
、
約
半
数
が
需
要
が
回
復

し
て
い
な
い
時
期
の
決
算
書

に
基
づ
く
結
果
と
な
っ
て
い

る
。

　
総
売
上
高
に
つ
い
て
、
施

設
の
規
模
別
に
見
る
と
、
大

規
模
（
１
０
０
室
以
上
）
が

前
年
度
比

・
１
％
増
の


億
５
８
７
５
万
１
千
円
、
中

規
模（

室
以
上

室
以
下
）

が
同

・
０
％
増
の
５
億
９

８
９
４
万
２
千
円
、
小
規
模

（

室
以
下
）
が
同

・
５

％
増
の
２
億
２
９
１
２
万
２

千
円
。
全
て
の
規
模
で
前
年

度
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
全

て
の
規
模
を
合
計
し
た
全
体

は
同

・
６
％
増
の
６
億
３

６
８
１
万
７
千
円
。

　
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の


年
度
比
は
、
大
規
模
が
８
・

７
％
減
、
中
規
模
が
０
・
７

％
減
と
減
少
。
小
規
模
の
み


・
７
％
増
と
増
加
し
、
全

体
で
６
・
７
％
減
少
し
た
。

　
経
常
損
益
で
黒
字
の
割
合

は
、
全
体
で

・
３
％
。
前

年
度
か
ら

・
３
㌽
増
加
し
、

コ
ロ
ナ
禍
前
の

年
度
比
も


・
８
㌽
増
と
増
加
し
た
。

　
規
模
別
で
は
、
大
規
模
が


・
０
％
、
中
規
模
が

・

５
％
、小
規
模
が

・
７
％
。

前
年
度
比
は
そ
れ
ぞ
れ

・

４
㌽
、

・
７
㌽
、

・
３

㌽
増
加
し
た
。
た
だ
、

年

度
比
は
中
規
模
が

・
０
㌽

増
、
小
規
模
が

・
７
㌽
増

と
増
加
も
、
大
規
模
が
３
・

８
㌽
減
少
し
た
。
「
団
体
の

回
復
が
遅
れ
、
大
規
模
旅
館

の
回
復
が
遅
れ
て
い
る
」
と

同
調
査
。

　
長
期
借
入
金
と
短
期
借
入

金
の
合
計
が
総
資
本
に
占
め

る
割
合
は

・
５
％
と
、
前

年
度
か
ら
２
・
０
㌽
減
少
、


年
度
か
ら
０
・
６
㌽
増
加

し
た
。
「
い
わ
ゆ
る
ゼ
ロ
ゼ

ロ
融
資
に
よ
る
借
入
金
の
返

済
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い

も
の
と
思
わ
れ
る
」（
同
）。

　
企
業
の
安
全
度
、
健
全
度

を
示
す
自
己
資
本
比
率
は
、

６
・
７
％
と
、
前
年
度
か
ら

０
・
３
㌽
増
加
、

年
度
か

ら

・
９
㌽
減
少
し
た
。
規

模
別
で
は
、
大
規
模
が
５
・

５
％
、中
規
模
が
６
・
１
％
、

小
規
模
が

・
２
％
。
地
域

別
で
大
き
な
違
い
が
あ
り
、

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
回
復
し

て
い
る
関
東
や
関
西
が
高
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
」（
同
）。

　
予
約
の
方
法
は
、
Ｏ
Ｔ
Ａ

（
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル

・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
経
由
が

最
も
多
く

・
３
％
。以
下
、

旅
行
会
社
経
由

・
８
％
、

直
予
約

・
５
％
、
自
社
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
経
由

・
４
％
。

　
前
年
度
比
で
は
、
旅
行
会

社
経
由
が
４
・
３
㌽
増
加
。

Ｏ
Ｔ
Ａ
経
由
、
自
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
経
由
、
直
予
約
は
そ

れ
ぞ
れ
２
・
０
㌽
、
０
・
５

㌽
、
１
・
７
㌽
減
少
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
、
旅
行

会
社
が
旅
行
業
務
を
再
開
し

た
こ
と
に
よ
り
増
加
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
」
（
同
）
。

　
　
　
　
　
　
【
森
田
淳
】

　
日
本
観
光
振
興
協
会
は
８

日
、

橋
一
郎
・
観
光
庁
長

官
を
訪
問
し
、
斉
藤
鉄
夫
国

土
交
通
相
宛
て
の
提
言
「
観

光
の
価
値
向
上
と
持
続
可
能

な
観
光
産
業
に
向
け
て
」
を

提
出
し
た
。
能
登
半
島
地
震

に
関
す
る
観
光
復
興
へ
の
取

り
組
み
支
援
な
ど
を
求
め

た
。

　
日
観
振
か
ら
は
最
明
仁
理

事
長
（
会
長
代
理
）
と
、
提

言
取
り
ま
と
め
に
協
力
し
た

日
本
旅
行
業
協
会
の
蛯
名
邦

晴
理
事
長
が
出
席
。
観
光
庁

は

橋
長
官
と
加
藤
進
次
長

が
応
対
し
た
。

　
日
観
振
に
よ
る
と
、

橋

長
官
は
観
光
人
材
の
獲
得
、

特
に
若
者
に
対
す
る
ア
ピ
ー

ル
と
し
て
「
観
光
産
業
界
の

将
来
に
向
け
て
、
シ
ン
プ
ル

で
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発

信
が
必
要
」と
指
摘
。ま
た
、

観
光
地
域
づ
く

り
体
制
の
強
化

の
た
め
「
Ｄ
Ｍ

Ｏ
底
上
げ
を
期

待
し
た
い
」
と

激
励
し
た
。

　
提
言
は
、
①

能
登
半
島
地
震

に
関
す
る
観
光

復
興
へ
の
取
り

組
み
支
援
②
観

光
地
・
観
光
産

業
の
人
手
不
足

へ
の
取
り
組
み

強
化
③
地
域
に

お
け
る
観
光
地
域
づ
く
り
体

制
の
整
備
・
強
化
―
な
ど
９

項
目
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　
地
震
に
関
す
る
取
り
組
み

支
援
で
は
「
被
害
が
軽
微
な

地
域
に
お
い
て
は
、
風
評
被

害
対
策
と
し
て
、
国
の
内
外

に
対
し
き
め
細
や
か
で
正
確

な
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行

い
、
地
元
に
負
担
を
か
け
な

い
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、

観
光
に
よ
り
経
済
を
活
性
化

す
る
機
運
づ
く
り
を
進
め

る
」
と
し
た
。

　
人
手
不
足
対
応
の
中
で
特

定
技
能
を
中
心
と
し
た
外
国

人
就
業
に
触
れ
、
「
宿
泊
分

野
に
お
け
る
特
定
技
能
の
付

随
的
な
業
務
の
内
容
な
ど
を

適
宜
見
直
し
て
い
く
」
よ
う

求
め
た
。
こ
の
ほ
か
、
地
域

に
お
け
る
ガ
イ
ド
人
材
の
育

成
や
技
術
を
活
用
し
た
サ
ポ

ー
ト
体
制
の
支
援
、
高
齢
化

に
伴
う
事
業
経
営
者
の
後
継

者
不
足
へ
の
対
応
支
援
に
も

言
及
し
た
。

　
能
登
半
島
地
震
の
影
響

で
、
石
川
県
内
で
は
９
日
現

在
、
７
市
町
で
計
３
万
４
８

０
０
戸
が
断
水
し
て
い
る
。

水
不
足
は
生
活
し
て
い
く
上

で
大
き
な
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て

お
り
、
特
に
深
刻
な
の
が
ト

イ
レ
事
情
だ
。
仮
設
ト
イ
レ

の
設
置
な
ど
も
進
ん
で
い
る

が
、
マ
ナ
ー
の
問
題
や
汚
物

の
保
管
面
か
ら
衛
生
的
と
は

言
い
難
い
状
況
に
あ
る
と
い

う
。

　
ト
イ
レ
問
題
は
観
光
地
で

も
お
ろ
そ
か
に
で
き
ず
、
数

が
少
な
か
っ
た
り
、
汚
か
っ

た
り
す
る
と
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ

ン
に
な
る
（
被
災
地
と
観
光

地
の
ト
イ
レ
事
情
を
一
緒
に

論
じ
る
な
と
い
わ
れ
そ
う
だ

が
、
ご
容
赦
い
た
だ
き
た

い
）
。

　
観
光
地
に
限
ら
ず
、
ひ
と

昔
前
は
公
衆
ト
イ
レ
は
い
ま

ほ
ど
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
と
思
う
。
和
式
で
、
お
ま

け
に
く
み
取
り
式
が
大
半

で
、
洋
式
、
水
洗
ト
イ
レ
を

見
か
け
る
こ
と
は
ま
れ
だ
っ

た
。
い
ま
で
も
小
さ
い
公
園

や
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
駅
な
ど
で

は
和
式
、
く
み
取
り
式
を
見

か
け
る
こ
と
も
あ
る
が
、
ず

い
ぶ
ん
と
少
な
く
な
っ
た
と

思
う
。

　
最
近
で
は
外
国
人
旅
行
者

や
女
性
、障
害
者
に
配
慮
し
、

ト
イ
レ
整
備
を
す
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。

　
長
野
県
松
本
市
は
、
国
宝

松
本
城
が
あ
る
松
本
城
公
園

の
公
衆
ト
イ
レ
を
改
修
、
１

月
か
ら
供
用
開
始
し
た
。
一

つ
し
か
な
か
っ
た
女
性
用
ト

イ
レ
の
個
室
を
増
設
し
、
男

性
用
ト
イ
レ
は
長
身
の
外
国

人
も
使
い
や
す
い
よ
う
小
便

器
の
高
さ
を

㌢
ほ
ど
高
く

し
た
。
オ
ス
ト
メ
イ
ト
利
用

者
向
け
に
専
用
の
洗
浄
設
備

を
設
け
た
と
い
う
。

　
群
馬
県
の
草
津
温
泉
は
２

０
１
５
年
、
内
閣
府
が
創
設

し
た
「
日
本
ト
イ
レ
大
賞
」

で
、
「
湯
路
広
場
」
に
設
け

ら
れ
た
公
共
ト
イ
レ
が
国
土

交
通
大
臣
賞
に
選
ば
れ
た
。

石
段
で
棚
田
を
模
し
た
広
場

を
囲
む
木
製
回
廊
と
一
体
と

な
る
形
で
設
け
ら
れ
、
高
級

旅
館
の
よ
う
な
質
感
と
清
潔

感
が
評
価
さ
れ
た
。
温
泉
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な

が
っ
た
。

　
日
本
財
団
は
、
ト
イ
レ
は

日
本
が
世
界
に
誇
る
「
お
も

て
な
し
」
の
文
化
の
象
徴
と

し
て
、
東
京
都
渋
谷
区
を
舞

台
に
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ
　
Ｔ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
Ｔ
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
。
区
の
協

力
を
得
て
、
世
界
で
活
躍
す

る

人
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に

よ
る
個
性
豊
か
な

の
公
共

ト
イ
レ
が
整
備
さ
れ
た
。
神

宮
前
公
園
ト
イ
レ
は
安
藤
忠

雄
氏
、
鍋
島
松
濤
公
園
ト
イ

レ
は
隈
研
吾
氏
と
い
っ
た
具

合
だ
。

　
一
般
財
団
法
人
の
渋
谷
区

観
光
協
会
は
３
月
２
日
か

ら
、
こ
れ
ら

カ
所
の
公
共

ト
イ
レ
を
巡
る
シ
ャ
ト
ル
ツ

ア
ー
の
運
行
を
始
め
る
。

「
渋
谷
を
訪
れ
る
外
国
人
旅

行
者
を
は
じ
め
、
国
内
の
旅

行
者
、
来
街
者
、
地
域
の
方

々
な
ど
に
向
け
た
、
こ
こ
で

し
か
体
験
で
き
な
い
新
た
な

観
光
資
源
活
用
」
と
位
置
づ

け
る
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ツ
ア
ー

だ
。

　
運
行
日
は
週
２
回
。
３
コ

ー
ス
設
定
し
、

カ
所
す
べ

て
を
巡
る
ツ
ア
ー
料
金
は
９

９
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

ト
イ
レ
は
ま
さ
し
く
観
光
資

源
で
あ
り
、
ツ
ア
ー
の
成
否

が
注
目
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
【
内
井
高
弘
】

　
日
本
の
２
０
２

３
年
の
名
目
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
５
９
１
兆

円
、
米
ド
ル
換
算

４
・
２
兆
㌦
。
人

口
が
約
３
分
の
２

の
ド
イ
ツ
（
４
・
５
兆
㌦
）

に
抜
か
れ
、
世
界
４
位
に
後

退
し
た
。
円
安
や
ド
イ
ツ
の

物
価
高
の
影
響
が
大
き
い
と

の
解
説
を
読
む
と
、
少
し
は

安
心
も
で
き
る
が
、
低
生
産

性
、
低
賃
金
、
人
手
不
足
な

ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
る

日
本
経
済
の
低
迷
を
象
徴
す

る
よ
う
で
不
安
を
お
ぼ
え
る

▼
観
光
の
付
加
価
値
額
を
表

す
指
標
に
観
光
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
あ

る
。
２
０
２
３
年
版
「
観
光

白
書
」
に
よ
る
と
、
コ
ロ
ナ

前
、
２
０
１
９
年
の
日
本
の

観
光
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

・
２
兆
円
、

日
本
全
体
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め

る
比
率
は
２
・
０
％
だ
っ
た
。

ド
イ
ツ
を
見
て
み
る
と
、


年
の
観
光
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

・
１

兆
円
、
観
光
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
は

４
・
０
％
だ
っ
た
▼
比
較
可

能
な
国
の
中
で
、
日
本
の
観

光
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
規
模
は
、米
国
、

ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
に
次
ぐ

が
、観
光
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
で
は
、

欧
米
７
カ
国
平
均
の
４
・
５

％
を
大
き
く
下
回
っ
て
い

る
。
就
業
者
１
人
当
た
り
付

加
価
値
額
で
も
、
日
本
は
観

光
産
業
４
９
１
万
円
（
宿
泊

業
５
３
４
万
円
）
で
、
欧
米

５
カ
国
平
均
７
６
６
万
円

（
７
０
３
万
円
）
に
比
べ
て

低
い
▼
「
観
光
白
書
」
は
、

観
光
産
業
の
稼
ぐ
力
の
強

化
、
観
光
の
高
付
加
価
値
化

の
必
要
性
を
指
摘
。
雇
用
者

報
酬
の
増
加
、
再
投
資
の
促

進
に
つ
な
げ
、
地
域
経
済
に

好
循
環
を
も
た
ら
す
よ
う
提

言
し
て
い
る
。
成
長
戦
略
の

柱
、
地
域
活
性
化
の
切
り
札

と
し
て
、
観
光
の
基
幹
産
業

化
へ
の
期
待
は
よ
り
重
み
を

増
し
そ
う
だ
。
【
Ｓ
・
Ｍ
】


